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はじめに 

東京都では、2040年代の目指すべき東京の都市の姿とその実現に向けて、都市づくりの基

本方針と具体的な方策を示した「都市づくりのグランドデザイン」（2017）を策定した。また、

2040年代に目指す東京の姿「ビジョン」と、その実現のために 2030年に向けて取り組むべき

「戦略」を示した「『未来の東京』戦略」を策定して、東京ならではの価値を高める都市づく

りに取り組んでいる。これらの計画の中では、人中心の歩きやすいまちづくりが位置付けら

れている。 

これらを踏まえて東京都では、2021 年には 2040 年代を目標年次とした「都市計画区域マ

スタープラン」の改定を行った。この中で、東京都は都市づくりの戦略として、人・モノ・情

報の自由自在な交流の実現を掲げ、「道路の活用・再編を通じた人中心の魅力の高い空間の創

出」、「集約型の地域づくりによる都市経営コストの効率化と、利便性の高い生活と活発な都

市活動の実現」、「誰もが集い、支え合う居場所等が至る所に存在する包摂的社会形成に留意

したまちづくりの推進」、「三密を回避し、新しい日常にも対応する、サステナブル・リカバ

リーな都市づくりの推進」などの都市づくりの方向性を示すなど、道路空間の活用は、都が

目指す都市像を創出する上で、重要な位置付けとなっている。 

 

一方、国においても居心地が良く歩きたくなるまちなかづくりに向け、都市再生特別措置

法や道路法等の法制度の改正や、まちなかウォーカブル推進事業等の支援制度の整備が進め

られている。 

 

都は、長期的な都市づくりの目標を見据え、東京が成熟都市としての魅力を高めるために、

様々な人が集まるまちの中心部において、快適でゆとりある歩行者空間を創出していくこと

が重要であるとの認識から、住民・事業主・地権者等による道路空間活用の自発的・主体的

な取組を活発化させ、取組を進める手順や各種制度の活用方法等について技術的支援を行う

ことを目的として、本マニュアルを策定した。 

 

 

  


